研究動向 : イギリス家族史・個人史の伝統と現在 : アマチュアと営利企業の進出する歴史学 by 川分 圭子
20 世紀前半に活躍したユダヤ系イギリス史家ルイス・バーンスタイン・ネーミアが、18 世紀
イギリス下院議員研究において、プロソポグラフィといわれる手法―ある集団に属する個々人の









































イギリスの国立公文書館（The National Archives、 元 Public Record Office 、以下 TNA) には、
PROB というシリーズで、14 世紀後半から 1900 年頃までの遺書が残されている。TNA の解説
によると、遅くとも 13 世紀頃から、カンタベリ大主教は、複数司教区に個人資産や債務を保有
する人物の遺言の検認と遺産管理の業務に専権を主張するようになった。しかし、実際にこの専
権を持つ大主教特権裁判所（Prerogative Court of Canterbury） が確立したのは、15 世紀になっ





復活し 1857 年まで存続した。1857 年遺産検認法が制定されるとともに、大主教特権裁判所は廃




















































































書館へ移されている。1880 − 90 年代には、ハーレイアン・ソサイエティによってロンドンのか
なりの教区と一部地方の教区教会の教区簿が活字化された。






















する目的で年間 1 ポンドにつき 4 シリングの上納金を国王陛下に交付するための法」という制定
法に基づき、ウィリアム 3 世が創設した全国税である。課税期間は 1 年であるが、その後毎年春
に議会で可決され、1798 年まで徴税され続けた。また同年からは恒久税とされ、1963 年まで存
続された。土地税とはいうものの、同法は土地だけでなく家屋や家財も課税対象とし、自由土地













そのほかの課税評価として、一例を挙げておく。ウィリアム 3 世は、土地税に続いて 1694 年
｢フランスとの戦争を融資するため追加の資金を徴収する目的で、埋葬、出産、結婚と、25 才以
上の独身男性と子供のいない未亡人に毎年、課税する法」を制定し、翌年から徴税を開始した。
この法は、最初は 5 年間の時限法だったが、1706 年まで存続された *7。
同法により、資産 600 ポンド（または年収 50 ポンド）以下の一般市民の場合は、埋葬ごとに
4 シリング、結婚と出産については 2 シリング課税され、また独身男性と子供のいない未亡人の






年から翌々年にかけて、1694 年法の有効期間内は全出産に出産後 5 日以内に教区牧師等へ報告
する義務を課したり、居住地域以外で埋葬された者に居住地域教区への報告義務を課したりする
法律も制定した *9。
以上のような性格を持つため、この結婚 ･ 出産 ･ 埋葬税の評価記録は、担税者の身分 ･ 収入・
職業・学歴・家族構成などについて、土地税課税評価よりもはるかに詳細な情報を提供するもの
となっている。ただ、この評価記録は限られた地域においてしか発見されていない。しかし、こ












































































1799 年からは、郵政公社郵便集配人検査官 2 名が郵政長官の許可の下にポスト・オフィス ･
ロンドン ･ ディレクトリの出版を開始した。1830 年代には、やはり郵便集配人検査官だったフ
レデリック ･ フェスタス ･ ケリーがこのポスト ･ オフィス ･ ディレクトリの出版を継承し、ほと
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んど私的事業ながらもポスト ･ オフィス ･ ディレクトリの名称を使用して出版を続けた。1840
年代からは、このケリー・ディレクトリ（ポスト ･ オフィス ･ ディレクトリ）は、イギリスの他





































省くが、こうした人々の活動は、1838 年の TNA 設立にも深く関係がある *19。これらの団体の
有名なものには、現在の王立歴史協会の前身であるカムデン ･ ソサイエティ、旅行記 ･ 航海記・
地理地図関係の文献出版に特化したハクルート ･ ソサイエティ、法律関係史料の出版を専門とす
るセルデン ･ ソサイエティなどがある *20。
紋章や家系などに関しては、ハーレイアン・ソサイエティが 1869 年に設立されている。上記
3 つのソサイエティが、それぞれ 16-17 世紀の地誌 ･ 歴史学者ウィリアム ･ カムデン、地理学・
航海史家リチャード ･ ハクルート、法学者ジョン ･ セルデンにちなんでいたように、ハーレイア








イアン・ソサイエティは創立年の 1869 年からこれらの活字化 ･ 刊行に着手し、1889 年までに 30
冊近くを出版している。また、近年になって、19 世紀末にできなかったものにも新たに取り組み、
新シリーズを発刊している *21。










この雑誌は、最初のシリーズは 1868 年から 2 巻、新シリーズは 1874 年より 4 巻、第 2、第 3、































ド大学同窓生名簿』を作成した。本書は全 8 巻、1500 年から 1886 年にわたる学生の情報を集め








加しながら、1920 年代、40 年代、50 年代と版を重ねた *26。現在では、大学が編纂に携わり、オ
ンラインで改訂が続けられ､ 利用も公開されている *27。
パブリック ･ スクールやグラマー ･ スクールについても例を挙げよう。イートン校に関しては、
16 世紀トマス・ハッチャーが収集した史料をもとに、18 世紀末に同校創立以来の学長・フェロー、
学生の一部のリストが刊行されている *28。また 1863 年には、ステイプルトンが同校の史料やジェ
ントルマンズ ･ マガジン死亡記事などを用いて 1791-1850 年の同窓生についてより網羅的なリス
トを作成し *29、1901 年にはイートン同窓生の有志によって後編が出された *30。ウェストミンス
タ校についても、1788 年一部学生と校長などのリストが作成されている *31。ダービー校につい
ては、1902 年、同校教頭だった B・タチェラが、校内に十分な記録のない中、大学の入学許可




に限られる。フォスターは、リンカーンズ・インは 1439 年、インナー・テンプルは 1547 年、ミ
ドル・テンプルは 1501 年、グレイズ・インは 1521 年から入学許可簿を残しており、これらの膨
大な史料を複写・刊行することは量的に無理であり、当代の関係者のみに範囲を限定したと述べ



















1709 年には王室式部官の息子で自身は書籍販売業に関わっていたアーサー ･ コリンズの『イ
ングランドの貴族』*38 が出版され、以来版を重ねて巻数も増えた。1720 年にはコリンズは準男
爵についても出版し、1716，22 年にはスコットランド、アイルランドの貴族要覧も出版された。









19 世紀末には、バークよりも大部で、現存のものも廃絶 ･ 休止状態のものも統合したより網
羅的な要覧として、ジョージ ･ エドワード・コカイン（1825-1911）の『完全貴族要覧』『完全準
男爵要覧 Complete Baronetage』（全 8 巻）が出版された *41。コカインも、上級紋章官の職につき、
好古学協会のメンバーであったという点で、伝統的な貴族要覧作者の系譜に属している。コカ












































大英博物館に寄贈したが、その手稿史料の一部は、ロンドン ･ ガゼットやジェントルマンズ ･ マ
ガジン、そのほか様々な雑誌や書物から抜粋した膨大な死亡記事のコレクションであった。この
手稿史料は、彼の死後 100 年たった 1899-1901 年にハーレイアン ･ ソサイエティから出版され、
広く利用されてきた *45。







最後に、出版は 20 世紀に少しかかっているが、海外植民地在住のイギリス人の家族史 ･ 家系
に関わる著作を 2 例揚げておく。19 世紀にはイギリスの海外進出先の地理や自然環境、歴史な
どに関する著作は多く出版されたが、海外在住イギリス人に関心を向けた著書はあまりない。し









成であり、1894 年 3 巻で出版された。『カリビアーナ』は、副題に「英領西インドの歴史、家族史、
地誌、好古的情報に関する様々な文献」とあるが、こちらはジャマイカその他英領西インド各地
のプランター一族の家系図が中心である。オリヴァーは、最初これを西インド家族史研究の雑誌




以上、様々な文献を取り上げ、18，19 世紀のイギリス家族史 ･ 家系学研究者の活動を見てき
たが、このほか本来は取り上げるべきものとして、19 世紀末に開始された『イギリス人名辞典
（Dictionary of National Biography）』の編纂事業や、冒頭で紹介したネーミアなどが携わった現





































ストリ・パブリッシングにある *49。同社はその後 1994 年には、家族史研究のための『アンセス













































窓生名簿』(1888-92 年版 )、『ケンブリッジ大学同窓生名簿』(1922-1954 年版）なども、見ること
ができる。ケンブリッジ大学の場合は、現在オンライン ･ データベースでより新しい同窓生も含
んだデータを大学のウェブサイトで公開している。他方、（２）④貴族要覧 ･ 準男爵要覧につい
ては、新しい改訂版はグーグル ･ ブックス、インターネット ･ アーカイヴなどでも見られないし、
アンセストリ・コムのメンバーになっても見られないものが多い。アンセストリ・コムでは、現































of Family History Society、略称 FFHS）という公益法人があり、家族史研究会同士の情報の共有、
王立歴史協会や TNA など専門的機関についての情報の提供、優れた家族史研究の活動への授賞
などを行っている。FFHS は、全国の家族史研究会や州文書館を牽引し、全国埋葬インデックス
を作成するほか、TNA の事業である全国の荘園文書目録（Manorial Document Register）の作
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